


まちづくりに関する方針 

計画の名称 下村地区田園まちづくり計画 

まちづくりの基本目標 水や緑の豊かな自然を保全し，田園風景と調和した居心地の良い，

快適で静かな集落づくりを図る。 

交通や買い物など生活環境を改善するとともに，集落の魅力であ

る河川や水路など昔ながらの環境を活かして，定住人口の確保を

めざす。 

目標人口（※） 1,054 人（平成 8年，10 年時点の人口） 

公共施設の整備を

図る取り組み 

・ 集落内道路については，有効幅員 4ｍを確保するため，中心線

から 2.17ｍのセットバックを行う。 

・ 通学路などを含む集落間連絡道路については，中長期的な視点

に立ち，拡幅や歩道整備による安全な歩行者動線の確保を図

る。 

・ 公園整備予定地には原則として建築物の整備を行わない。 

その他の施設の整

備を図る取り組み 

・ 必要に応じて夜間の明るさ確保に向けた街灯整備を行う。 

・ 商業施設の誘致を推進する。 

・ 風水害などの災害に備えて必要な対策を行う。 

ものづくりに

関する方針 

歴史・自然を活かす

取り組み 

・ 既存の池や梅林を含む里山の保全・整備を図る。 

・ 草谷川沿いに並木や草花を植え，遊歩道としての魅力化を図

る。 

・ 水路，湧き水（井ノ明神），蔵，伝統的建築物（萬福寺，照徳

寺，大歳神社，西大歳神社，東大歳神社，公会堂など）等を積

極的に保全し，地区内外への PR を進める。 

集落環境の保全に

関する事項 

・ 建築物の高さ：戸建住宅を中心とした集落環境をまもるため，

10ｍ以下とする。ただし，住工共存ゾーンについては既存建築

物の高さを考慮して 15ｍ以下とする。 

・ 汚水対策：建築物の新築の際には合併浄化槽を設置することが

望ましい。 

集落景観の保全・ 

形成 

・ 建物の形態・意匠は，周辺の自然環境や田園風景との調和に配

慮し，集落全体としてまとまりのある景観形成に寄与するもの

とする。 

・ 建物の高さは原則として 10ｍ以下とする。 

・ 道路に面する垣または柵の構造は原則として生垣が望ましい。

・ 建物を建築しようとする者は，まちづくり協議会に建築計画書

を提出し，建築物が地区景観基準に適合しているまたは建築デ

ザインとして処理されている等，運用基準同等以上に景観に配

慮されていると判定を受け，同協議会と協定を締結後に建築に

着手するものとする。 

・ 上記の協議は，別途設ける地区景観基準に基づいて行うものと

する。 

ルールづくり

に関する方針 

地縁者の範囲 ・ 小学校区の範囲とする。 

【附図】まちづくり構想図・まちづくり区分図 

（※）目標人口とは，新規居住者の住宅区域の範囲を算定する基準となる過去最大人口である。 


